
(57)【要約】

【課題】乾燥したガスの露点温度が低く、エネルギー消

費が少ない乾燥装置を提供する。【解決手段】ガスを乾

燥するための乾燥装置は、平行な冷却分岐部８，９を備

えている。この冷却分岐部はその都度の時点で少なくと

も１つがその作用状態にある。冷却分岐部内にそれぞれ

ガス／冷媒－熱交換器１１が配置され、このガス／冷媒

－熱交換器が第１の通路と第２の通路を備え、冷却分岐

部８，９の作用状態で乾燥すべきガスが第１の通路を流

れ、冷却分岐部８，９の作用状態で第２の通路が少なく

とも１つの冷媒回路内を循環する冷媒のための蒸発器を

形成している。乾燥装置は更に、大気入口管路１５と大

気出口管路２０と大気搬送装置１９を備え、それぞれの

冷却分岐部８，９の作用停止態で、大気入口管路１５と

大気出口管路２０が切り換え装置によって少なくとも一

時的にこの冷却分岐部８，９に接続され、大気搬送装置

１９がこの冷却分岐部８，９内に配置されたガス／冷媒

－熱交換器１１の第１の通路を経て大気を搬送する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 乾 燥 す べ き 材 料 を 収 容 す る 乾 燥 設 備 の 乾 燥 容 器 を 通 っ て 特 に 循 環 案 内 さ れ る ガ ス を 乾 燥
す る た め の 乾 燥 装 置 で あ っ て 、 乾 燥 す べ き ガ ス を 供 給 す る た め の ガ ス 入 口 管 路 （ １ ） と 、
乾 燥 し た ガ ス を 排 出 す る た め の ガ ス 出 口 管 路 （ ２ ） と 、 平 行 な 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） と を
備 え 、 こ の 平 行 な 冷 却 分 岐 部 が そ の 都 度 作 用 状 態 と 作 用 停 止 態 の 間 で 切 り 換 え 可 能 で あ り
、 作 用 状 態 に お い て 乾 燥 す べ き ガ ス が 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を 流 通 し 、 冷 却 分 岐 部 （ ８ ，
９ ） 内 で ガ ス の 低 温 乾 燥 が 行 わ れ 、 そ の 都 度 の 時 点 で 少 な く と も １ つ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ，
９ ） が そ の 作 用 状 態 に あ り 、 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） 内 に そ れ ぞ れ ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （
１ １ ） が 配 置 さ れ 、 こ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 が 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 冷 却 分
岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作 用 状 態 で 乾 燥 す べ き ガ ス が 第 １ の 通 路 を 流 れ 、 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ）
の 作 用 状 態 で 第 ２ の 通 路 が 少 な く と も １ つ の 冷 媒 回 路 内 を 循 環 す る 冷 媒 の た め の 蒸 発 器 を
形 成 す る 、 乾 燥 装 置 に お い て 、 乾 燥 装 置 が 更 に 、 大 気 入 口 管 路 （ １ ５ ） と 大 気 出 口 管 路 （
２ ０ ） と 大 気 搬 送 装 置 （ １ ９ ） を 備 え 、 そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作 用 停 止 態 で
、 大 気 入 口 管 路 （ １ ５ ） と 大 気 出 口 管 路 （ ２ ０ ） が 切 り 換 え 装 置 に よ っ て 少 な く と も 一 時
的 に こ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） に 接 続 さ れ 、 大 気 搬 送 装 置 （ １ ９ ） が こ の 冷 却 分 岐 部 （ ８
， ９ ） 内 に 配 置 さ れ た ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （ １ １ ） の 第 １ の 通 路 を 経 て 大 気 を 搬 送 す る
こ と を 特 徴 と す る 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） 内 に そ れ ぞ れ 少 な く と も １ 個 の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 （ １ ０ ） が
配 置 さ れ 、 こ の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 が 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 乾 燥 す べ き ガ ス
が ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 第 １ の 通 路 を 通 過 す る 前 に 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 前 記 の 第
１ の 通 路 を 案 内 さ れ 、 乾 燥 す べ き ガ ス が ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 第 １ の 通 路 を 通 過 し た 後
で 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 前 記 の 第 ２ の 通 路 を 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １
記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 乾 燥 装 置 が 少 な く と も １ 個 の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 （ ５ ） を 備 え 、 こ の ガ ス ／ ガ ス － 熱
交 換 器 が 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 乾 燥 す べ き ガ ス が 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 一 つ
を 通 過 す る 前 に 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 前 記 の 第 １ の 通 路 を 案 内 さ れ 、 乾 燥 す べ き ガ ス
が 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 一 つ を 通 過 し た 後 で 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 前 記 の 第 ２ の 通
路 を 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 大 気 搬 送 装 置 （ １ ９ ） が 大 気 入 口 管 路 （ １ ５ ） の 範 囲 ま た は 大 気 出 口 管 路 （ ２ ０ ） の 範
囲 内 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 乾 燥 装 置
。
【 請 求 項 ５ 】
　 乾 燥 装 置 が 好 ま し く は ガ ス 入 口 管 路 （ （ １ ） の 範 囲 内 に 配 置 さ れ た 、 乾 燥 す べ き ガ ス を
乾 燥 装 置 を 経 て 通 過 さ せ る た め の ガ ス 搬 送 装 置 （ ３ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請
求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 乾 燥 装 置 が ガ ス 出 口 管 路 の 範 囲 内 に 配 置 さ れ た 、 乾 燥 さ れ た ガ ス を 加 熱 す る た め の 加 熱
装 置 （ １ ４ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 乾 燥
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作 用 停 止 態 で 、 こ の 冷 却 分 岐 部 の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交
換 器 （ １ １ ） の 第 ２ の 通 路 が 、 少 な く と も １ つ の 冷 媒 回 路 内 を 循 環 す る 冷 媒 の た め の 凝 縮
器 を 少 な く と も 一 時 的 に 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か 一 つ に
記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 冷 却 回 路 が 他 の 凝 縮 器 （ ２ ６ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 乾 燥 装
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置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作 用 停 止 状 態 で 、 大 気 搬 送 装 置 （ １ ９ ） に よ っ て 冷
却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を 通 っ て 搬 送 さ れ た 大 気 が 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を 通 っ て 流 れ 方 向 に
流 れ 、 こ の 流 れ 方 向 が 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作 用 状 態 で 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を 通 っ て
搬 送 さ れ る 乾 燥 す べ き ガ ス の 流 れ 方 向 と は 反 対 向 き で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～
８ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 切 り 換 え 装 置 が 両 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を 経 て 乾 燥 す べ き ガ ス と 大 気 搬 送 装 置 （ １ ９ ）
に よ っ て 搬 送 さ れ る 大 気 と を 交 互 に 通 過 さ せ る た め の 共 通 の 切 り 換 え 弁 （ ７ ） を 備 え て い
る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 切 り 換 え 弁 （ ７ ） が 第 １ の 部 分 （ ４ １ ） と 第 ２ の 部 分 （ ４ ２ ） を 備 え 、 こ の 第 １ と 第 ２
の 部 分 が 回 転 軸 線 （ ４ ３ ） 回 り に 相 対 的 に 回 転 可 能 で あ り 、 そ れ ぞ れ 少 な く と も ４ 個 の 偶
数 の 同 じ 数 の 接 続 口 （ ４ ４ ， ４ ５ ） が 回 転 軸 線 （ ４ ３ ） 周 り に 仮 想 円 （ ４ ６ ） に 沿 っ て 第
１ の 部 分 （ ４ １ ） と 第 ２ の 部 分 （ ４ ２ ） に 配 置 さ れ 、 こ の 接 続 口 が 円 （ ４ ６ ） の 周 方 向 に
お い て 互 い に 均 一 な 間 隔 を お い て 配 置 さ れ 、 回 転 軸 線 （ ４ ３ ） に 対 し て 平 行 に 第 １ の 部 分
（ ４ １ ） と 第 ２ の 部 分 （ ４ ２ ） を 通 っ て 延 び る 貫 通 穴 （ ４ ７ ） が 接 続 口 に 接 続 し 、 第 １ の
部 分 （ ４ １ ） と 第 ２ の 部 分 （ ４ ２ ） が 貫 通 穴 （ ４ ７ ） の 周 り の 範 囲 に お い て 互 い に シ ー ル
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 １ つ の 冷 却 媒 体 回 路 が 設 け ら れ 、 冷 却 媒 体 が 切 り 換 え 弁 （ ２ １ ， ２ １ ′ ， ２ ２ ， ２ ２ ′
） に よ っ て そ の 都 度 、 作 用 状 態 に あ る ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （ １ １ ） の 第 ２ の 通 路 を 経 て
案 内 可 能 で あ り 、 こ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （ １ １ ） の 第 １ の 通 路 が 冷 媒 回 路 の 蒸 発 器 を
形 成 し 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 手 前 に そ れ ぞ れ 膨 張 弁 （ ２ ５ ， ２ ５ ′ ） が 接 続 配 置 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 冷 媒 回 路 内 に 他 の 切 り 換 え 弁 （ ２ ３ ， ２ ３ ′ ） が 設 け ら れ 、 冷 媒 の 少 な く と も 一 部 が こ
の 切 り 換 え 弁 に よ っ て 、 作 用 停 止 状 態 に あ る 少 な く と も １ つ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） 内 に
配 置 さ れ た ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （ １ １ ） の 第 ２ の 通 路 を 通 っ て 案 内 可 能 で あ る こ と を 特
徴 と す る 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 乾 燥 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 乾 燥 す べ き 材 料 を 収 容 す る 乾 燥 設 備 の 乾 燥 容 器 を 通 っ て 特 に 循 環 案 内 さ れ る ガ ス を 乾 燥
す る た め の 方 法 で あ っ て 、 乾 燥 す べ き ガ ス が ガ ス 入 口 管 路 （ １ ） を 経 て 供 給 さ れ 、 乾 燥 後
後 ガ ス 出 口 管 路 を 経 て 排 出 さ れ 、 低 温 乾 燥 の た め に 少 な く と も ２ つ の 平 行 な 冷 却 分 岐 部 （
８ ， ９ ） の 一 つ を 通 っ て 案 内 可 能 で あ り 、 乾 燥 す べ き ガ ス が 案 内 さ れ て 低 温 乾 燥 さ れ る 冷
却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） が そ の 作 用 状 態 に あ り 、 少 な く と も １ つ の 他 の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ）
が 作 用 停 止 状 態 に あ り 、 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） 内 に そ れ ぞ れ ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （ １ １
） が 配 置 さ れ 、 こ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 が 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 冷 却 分 岐 部
（ ８ ， ９ ） の 作 用 状 態 で 乾 燥 す べ き ガ ス が 第 １ の 通 路 を 流 れ 、 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作
用 状 態 で 第 ２ の 通 路 が 少 な く と も １ つ の 冷 媒 回 路 内 を 循 環 す る 冷 媒 の た め の 蒸 発 器 と し て
運 転 さ れ る 、 乾 燥 装 置 に お い て 、 作 用 停 止 状 態 の 時 間 の 少 な く と も 一 部 の 間 大 気 搬 送 装 置
（ １ ９ ） に よ っ て 大 気 が 、 作 用 停 止 状 態 に あ る 少 な く と も １ つ の 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を
通 過 し 、 大 気 が 大 気 入 口 管 路 （ １ ５ ） を 経 て 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） に 供 給 さ れ 、 そ し て 大
気 出 口 管 路 （ ２ ０ ） を 経 て 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） か ら 排 出 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） の 作 用 状 態 と 作 用 停 止 状 態 の 間 の 切 り 換 え が 切 り 換 え 装 置 に よ っ
て 行 わ れ 、 こ の 切 り 換 え 装 置 が 少 な く と も １ 個 の 切 り 換 え 弁 （ ７ ） を 備 え 、 こ の 切 り 換 え
弁 に よ っ て 、 乾 燥 す べ き ガ ス と 大 気 搬 送 装 置 （ １ ９ ） に よ っ て 搬 送 さ れ る 大 気 が 、 両 冷 却
空 気 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） を 経 て 交 互 に 案 内 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ 記 載 の 方 法
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。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 冷 却 分 岐 部 （ ８ ， ９ ） が そ の 作 用 停 止 状 態 に あ る 時 間 の 少 な く と も 一 部 の 間 、 こ の 冷 却
分 岐 部 の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 （ １ １ ） の 第 ２ の 通 路 が 少 な く と も １ つ の 冷 媒 回 路 の 凝 縮
器 と し て 運 転 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 乾 燥 す べ き 材 料 を 収 容 す る 乾 燥 設 備 の 乾 燥 容 器 を 通 っ て 特 に 循 環 案 内 さ れ る
ガ ス を 乾 燥 す る た め の 乾 燥 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 乾 燥 す べ き ガ ス を 供 給 す る た め の
ガ ス 入 口 管 路 と 、 乾 燥 し た ガ ス を 排 出 す る た め の ガ ス 出 口 管 路 と 、 平 行 な 冷 却 分 岐 部 と を
備 え 、 こ の 平 行 な 冷 却 分 岐 部 が そ の 都 度 作 用 状 態 と 作 用 停 止 態 の 間 で 切 り 換 え 可 能 で あ り
、 作 用 状 態 に お い て 乾 燥 す べ き ガ ス が 冷 却 分 岐 部 を 流 通 し 、 冷 却 分 岐 部 内 で ガ ス の 低 温 乾
燥 が 行 わ れ 、 そ の 都 度 の 時 点 で 少 な く と も １ つ の 冷 却 分 岐 部 が そ の 作 用 状 態 に あ り 、 冷 却
分 岐 部 内 に そ れ ぞ れ ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 が 配 置 さ れ 、 こ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 が 第 １
の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 冷 却 分 岐 部 の 作 用 状 態 で 乾 燥 す べ き ガ ス が 第 １ の 通 路 を 流 れ
、 冷 却 分 岐 部 の 作 用 状 態 で 第 ２ の 通 路 が 少 な く と も １ つ の 冷 媒 回 路 内 を 循 環 す る 冷 媒 の た
め の 蒸 発 器 を 形 成 す る 、 乾 燥 装 置 に 係 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス 、 特 に 空 気 を 乾 燥 す る た め の 乾 燥 装 置 は 例 え ば 、 合 成 樹 脂 ペ レ ッ ト の よ う な ば ら も
の を 乾 燥 す る た め の 設 備 に 関 連 し て 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な ば ら も の は 、 例 え ば 押 出 機 ま
た は 射 出 成 形 機 で 加 工 で き る よ う に す る た め に 、 特 に 水 中 測 定 可 能 で あ る と き に 、 或 る 程
度 の 貯 蔵 時 間 後 ま た は 製 造 後 、 過 剰 の 湿 気 を 有 す る 。 ば ら も の は 加 工 前 に 乾 燥 し な け れ ば
な ら な い 。 そ の た め に 、 乾 燥 空 気 の 閉 鎖 回 路 を 備 え た 乾 燥 設 備 が 既 に 知 ら れ て い る 。 こ の
よ う な 乾 燥 設 備 は 例 え ば 特 許 文 献 １ に よ っ て 明 ら か で あ る 。 空 気 が 搬 送 装 置 に よ っ て 吸 収
乾 燥 機 を 通 っ て 案 内 さ れ 、 続 い て 加 熱 さ れ 、 そ し て ば ら も の 容 器 に 吹 き 込 ま れ る 。 空 気 は
ば ら も の を 流 通 し た 後 で 搬 送 装 置 の 入 口 側 に 供 給 さ れ る 。 或 る 程 度 の 運 転 時 間 後 に 、 水 分
が 吸 収 乾 燥 機 の 吸 収 剤 に 飽 和 す る の で 、 吸 収 剤 を 流 通 し た 後 の 空 気 の 例 え ば － ４ ０ ° Ｃ の
所 望 な 露 点 が も は や 達 成 さ れ な い 。 そ し て 再 生 サ イ ク ル を 実 施 し な け れ ば な ら な い 。 そ の
た め に 、 搬 送 装 置 の 搬 送 方 向 が 逆 転 さ れ 、 大 気 が 加 熱 さ れ て 吸 収 剤 を 通 っ て 案 内 さ れ る の
で 、 吸 収 剤 は 高 温 の 空 気 に よ っ て 再 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 乾 燥 装 置 は サ ー ビ ス 作 業 が 必 要 で あ る 。 と い う の は 、 吸 収 材 料 を 再 び 交 換 し な け れ
ば な ら な い の で 面 倒 で あ る か ら で あ る 。 更 に 、 装 置 の 全 体 エ ネ ル ギ ー 消 費 が 比 較 的 に 多 い
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ガ ス 、 特 に 空 気 を 乾 燥 す る た め の 、 吸 収 乾 燥 機 の 形 を し た 他 の 乾 燥 装 置 は 、 特 許 文 献 ２
に よ っ て 明 ら か で あ る 。 こ の 場 合 、 吸 収 剤 は 、 そ の 水 分 吸 収 能 力 を 高 め る た め に 付 加 的 に
冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ば ら も の た め の 他 の 種 類 の 公 知 乾 燥 設 備 の 場 合 、 乾 燥 さ れ た 圧 縮 空 気 が 圧 縮 空 気 管 路 に
よ っ て 供 給 さ れ る 。 圧 力 低 下 弁 は 供 給 さ れ る 圧 縮 空 気 の 圧 力 を 、 予 め 調 節 し た 値 に 低 下 さ
せ る 。 空 気 は 加 熱 装 置 に よ っ て 所 望 の 温 度 に 加 熱 さ れ 、 続 い て 取 り 出 し 口 の 近 く の ば ら も
の 容 器 に 流 入 す る 。 ば ら も の の 流 通 の 後 で 、 湿 気 を 含 ん だ 空 気 は 排 気 出 口 か ら 流 出 す る 。
供 給 乾 燥 さ れ た 圧 縮 空 気 を 乾 燥 す る た め に 、 圧 縮 空 気 は 通 常 は 分 子 ふ る い 乾 燥 機 を 通 っ て
案 内 さ れ る 。 そ の 後 で 、 そ の 露 点 は 例 え ば － ４ ０ ～ － ５ ０ ° Ｃ で あ る 。 圧 縮 空 気 を 乾 燥 す
る た め に 、 圧 縮 空 気 は 分 子 ふ る い 乾 燥 機 を 流 通 す る た め に 、 先 ず 最 初 に 市 販 の 低 温 乾 燥 機
に よ っ て ３ ° Ｃ の 露 点 温 度 に 乾 燥 さ れ る 。 こ の 場 合 、 凝 縮 液 が 排 出 さ れ る 。 そ れ に よ っ て
、 分 子 ふ る い 乾 燥 機 に 供 給 さ れ た 圧 縮 空 気 は ３ ° Ｃ の 露 点 を 有 す る 。 こ の 乾 燥 設 備 は 、 圧
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縮 空 気 コ ン プ レ ッ サ で 定 期 的 に サ ー ビ ス を 必 要 と し 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 が 多 い と い う 欠 点 が
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 冒 頭 に 述 べ た 種 類 の 装 置 は 特 許 文 献 ３ に よ っ て 知 ら れ て い る 。 乾 燥 す べ き ガ ス を 低 温 乾
燥 す る た め の こ の 装 置 は 、 平 行 な ２ つ の 分 岐 部 を 備 え て い る 。 ガ ス は こ の 分 岐 部 を プ ッ シ
ュ プ ル で 案 内 さ れ 、 低 温 乾 燥 さ れ る 。 ガ ス が 案 内 さ れ て い な い 分 岐 部 は そ の 都 度 再 生 さ れ
る 。 こ の 場 合 、 堆 積 し た 氷 が 融 解 さ れ 、 除 去 さ れ る 。 そ の た め に 、 乾 燥 装 置 に 供 給 さ れ る
高 温 の ガ ス の 部 分 流 が ガ ス の 冷 却 の 前 に 主 流 か ら 分 岐 し 、 作 用 停 止 の 冷 却 分 岐 部 を 通 っ て
案 内 さ れ る 。 続 い て 、 こ の 部 分 流 は 主 流 と 共 に 、 他 の 冷 却 分 岐 部 に 供 給 さ れ る 。 こ の 場 合
特 に 、 作 用 停 止 の 冷 却 分 岐 部 に お い て 部 分 流 に よ っ て 吸 収 さ れ た 付 加 的 な 水 分 が 、 作 用 し
て い る 冷 却 分 岐 部 を 早 く 氷 結 す る の で 、 し ば し ば 分 岐 部 の 間 で 切 り 換 え が 必 要 で あ る 。 そ
の 際 、 設 備 の 全 体 効 率 が 低 下 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 欧 州 特 許 出 願 公 開 第 ６ ２ ６ １ ９ １ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 独 国 特 許 出 願 公 開 第 ３ ２ ２ ６ ５ ０ ２ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 独 国 特 許 第 １ ９ ８ ０ ８ ０ １ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 乾 燥 し た ガ ス の 露 点 温 度 が 低 く 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 が 少 な い 、 冒 頭 に 述
べ た 種 類 の 乾 燥 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 課 題 は 本 発 明 に 従 い 、 請 求 項 １ の 特 徴 に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 大 気 入 口 管 路 と 作 用 停 止 状 態 の そ の 都 度 の 冷 却 分 岐 部 を 経 て 大 気 を 搬 送 可 能 で あ る 大 気
搬 送 装 置 に よ っ て （ こ の 大 気 は 冷 却 分 岐 部 を 流 通 し た 後 大 気 出 口 管 路 を 経 て 流 出 す る ） 、
そ の 都 度 作 用 停 止 し て い る 冷 却 分 岐 部 を 簡 単 に 解 凍 お よ び 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 で は 、 冷 却 分 岐 部 内 に そ れ ぞ れ 少 な く と も １ 個 の ガ ス ／ ガ ス － 熱
交 換 器 が 配 置 さ れ 、 こ の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 が 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 乾 燥 す
べ き ガ ス が ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 第 １ の 通 路 を 通 過 す る 前 に 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の
第 １ の 通 路 を 案 内 さ れ 、 乾 燥 す べ き ガ ス が ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 第 １ の 通 路 を 通 過 し た
後 で 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 第 ２ の 通 路 を 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 乾 燥 装 置 が 少 な く と も １ 個 の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 を 備 え 、 こ の ガ ス ／ ガ ス － 熱
交 換 器 が 第 １ の 通 路 と 第 ２ の 通 路 を 備 え 、 乾 燥 す べ き ガ ス が 冷 却 分 岐 部 の 一 つ を 通 過 す る
前 に 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 第 １ の 通 路 を 案 内 さ れ 、 乾 燥 す べ き ガ ス が 冷 却 分 岐 部 の 一
つ を 通 過 し た 後 で 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 の 第 ２ の 通 路 を 案 内 さ れ る と 有 利 で あ る 。 こ れ
に よ り 、 非 常 に 省 エ ネ ル ギ ー の 乾 燥 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 有 利 な 実 施 形 で は 、 そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 の 作 用 停 止 態 で 、 こ の 冷 却 分 岐 部 の
ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 第 ２ の 通 路 が 、 冷 媒 回 路 内 を 循 環 す る 冷 媒 の た め の 凝 縮 器 を 少 な
く と も 一 時 的 に 形 成 し て い る 。 そ れ に よ っ て 、 作 用 停 止 し て い る 冷 却 分 岐 部 の き わ め て 効
果 的 な 再 生 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 は 頑 丈 で 、 長 寿 命 で 、 そ し て 低 コ ス ト で 形 成 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 添 付 の 図 に 基 づ い て 本 発 明 の 他 の 効 果 と 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 図 １ に は 、 冷 媒 回 路 を 備 え て い な い 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 の 実 施 の 形 態 が 概 略 的 に 示 し
て あ る 。 乾 燥 す べ き ガ ス 、 特 に 空 気 は 、 ガ ス 入 口 管 路 １ か ら 供 給 さ れ 、 そ の 乾 燥 後 ガ ス 出
口 管 路 ２ か ら 流 出 す る 。 ガ ス に よ る 乾 燥 装 置 の 通 過 は 、 ガ ス 入 口 管 路 １ の 範 囲 内 に 配 置 さ
れ た 、 通 風 機 ま た は ブ ロ ワ の 形 を し た ガ ス 搬 送 装 置 ３ に よ っ て 行 わ れ る 。 ガ ス 入 口 管 路 １
内 に は 、 ガ ス 搬 送 装 置 ３ の 手 前 に 、 空 気 フ ィ ル タ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 乾 燥 す べ き ガ ス は
更 に 、 少 な く と も １ 個 の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ を 通 っ て 案 内 さ れ る 。 こ の 場 合 、 好 ま し
く は こ の よ う な ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ が 複 数 個 設 け ら れ て い る か あ る い は １ 個 の 多 段 式
ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 が 設 け ら れ て い る 。 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ 内 で は 、 乾 燥 す べ き ガ
ス の 最 初 の 冷 却 が 行 わ れ る 。 こ の 場 合 、 好 ま し く は 乾 燥 す べ き ガ ス の 露 点 が ま だ 達 成 さ れ
な い の で 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ 内 に 凝 縮 液 が 生 じ な い 。 こ れ は 、 乾 燥 設 備 の 閉 鎖 回 路
内 で 乾 燥 装 置 を 使 用 す る 場 合 、 少 な く と も 乾 燥 設 備 の 持 続 運 転 に 当 て は ま る 。 例 え ば ガ ス
入 口 管 路 １ 内 の 乾 燥 す べ き ガ ス の 露 点 は 持 続 運 転 中 － ５ ° Ｃ よ り も 低 い 。 平 行 な 分 岐 部 に
分 割 す る 前 の 範 囲 内 に あ る 最 後 の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ の 出 口 に お け る 、 乾 燥 す べ き ガ
ス の 温 度 は 好 ま し く は 、 ０ ～ １ ０ ° Ｃ の 範 囲 内 に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ を 通 過 し た 後 ガ ス 管 路 ６ を 通 っ て 流 れ る ガ ス は 続 い て 、 切 り 換
え 弁 ７ に よ っ て 、 平 行 な ２ つ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の う ち の 一 つ に 供 給 さ れ る 。 図 １ に 示 し
た 切 り 換 え 弁 ７ の 位 置 の 場 合 、 乾 燥 す べ き ガ ス は 冷 却 分 岐 部 ８ の 供 給 さ れ る 。 乾 燥 す べ き
ガ ス は そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ に お い て 先 ず 最 初 に ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ の 第 １
の 通 路 （ 貫 通 路 ） を 通 過 し 、 こ の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 内 で 更 に 冷 却 さ れ る 。 こ の 場 合 、
ガ ス の 露 点 温 度 以 下 に 冷 却 可 能 で あ る の で 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ 内 で 凝 縮 液 が 発 生
す る 。 ガ ス の 温 度 が ０ ° Ｃ よ り も 低 い と 有 利 で あ る の で 、 凝 縮 液 は ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器
１ ０ の 第 １ の 通 路 内 で 氷 と し て 凝 結 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ガ ス は 続 い て 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 １ の 通 路 内 に 達 し 、 そ こ で ガ ス が 更 に 冷
却 さ れ る 。 そ の た め に 、 冷 媒 が 図 １ に 示 し て い な い 冷 媒 回 路 に よ っ て 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交
換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 を 通 っ て 案 内 さ れ る 。 こ の 場 合 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２
の 通 路 は 、 冷 媒 回 路 内 を 循 環 す る 冷 媒 の た め の 蒸 発 器 を 形 成 す る 。 冷 媒 回 路 に つ い て は 図
２ に 基 づ い て 更 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 出 口 に お い て ガ ス は － ２ ０ ° Ｃ ま た は そ れ 以 下 の 温 度 を 有
す る 。 乾 燥 さ れ た ガ ス の 使 用 目 的 に 応 じ て 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 出 口 に お け る 温
度 は － ３ ５ ° Ｃ ま で ま た は そ れ 以 下 に 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ を 出 た 後 で 、 乾 燥 お よ び 冷 却 さ れ た ガ ス は 管 路 １ ２ を 通 っ て
ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ の 第 ２ の 通 路 に 流 れ 、 そ の 中 で 最 初 の 加 熱 を 受 け る 。 ガ ス は 更
に 切 り 換 え 弁 ７ に 達 し 、 そ こ か ら ガ ス 管 路 １ ３ に 達 す る 。 こ の ガ ス 管 路 に は 、 平 行 な 冷 却
分 岐 部 ８ ， ９ が 切 り 換 え 弁 ７ に よ っ て 再 び 集 合 し て い る 。 ガ ス は 続 い て 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱
交 換 器 ５ 内 で 更 に 加 熱 さ れ 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 ５ を 通 過 し た 後 で 加 熱 装 置 １ ４ に 供 給
さ れ る 。 こ の 加 熱 装 置 で は 、 ガ ス は 所 望 温 度 に 加 熱 さ れ る 。 ガ ス は こ の 所 望 温 度 で ガ ス 出
口 管 路 ２ か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 乾 燥 す べ き ガ ス が 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ を 通 っ て 案 内 さ れ 、 所 望 な 最 低 温 度 に 冷 却 さ れ る と
き に 、 そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ は そ の “ 作 用 状 態 （ ア ク テ ィ ブ 状 態 ） ” に あ る 。 そ れ
ぞ れ の 時 点 で そ の 都 度 両 冷 却 回 路 ８ ， ９ の 一 つ が そ の 作 用 状 態 に あ る 。 図 １ に 示 し た 切 り
換 え 弁 ７ の 位 置 で は 、 冷 却 分 岐 部 ８ が 作 用 状 態 に あ る 。 こ れ に よ り 、 冷 却 回 路 ８ ， ９ は “
交 互 運 転 ” ま た は “ プ ッ シ ュ プ ル 運 転 ” で 作 動 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ れ ぞ れ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 作 用 状 態 で 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 １ の 通 路 と
場 合 に よ っ て は ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ の 第 １ の 通 路 に は 、 氷 結 さ れ た 凝 縮 物 が 益 々 供

10

20

30

40

50

(6) JP 2005-315570 A 2005.11.10



給 さ れ る 。 従 っ て 、 或 る 時 間 経 過 後 、 こ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 再 生 が 必 要 で あ る 。 そ の た
め に 、 切 り 換 え 弁 ７ が 切 り 換 え ら れ 、 そ し て 図 ２ に 基 づ い て 更 に 説 明 す る よ う に 、 冷 媒 回
路 内 の 弁 が 切 り 換 え ら れ る 。 両 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 他 方 が そ の 作 用 状 態 に あ り 、 一 方 そ の
前 に 作 用 状 態 に あ っ た 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ は 作 用 停 止 状 態 （ パ ッ シ ブ 状 態 ） に あ り 、 再 生 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 作 用 停 止 状 態 に あ る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ を 再 生 す る た め に 、 大 気 入 口 管 路 １ ５ が 設 け ら れ
て い る 。 大 気 が こ の 入 口 管 路 を 経 て 流 入 可 能 で あ る 。 こ の 大 気 入 口 管 路 １ ５ 内 に は 空 気 フ
ィ ル タ １ ６ が 配 置 さ れ て い る 。 大 気 は 更 に 、 大 気 管 路 １ ７ を 通 っ て 切 り 換 え 弁 ７ に 流 れ 、
そ し て こ の 切 り 換 え 弁 か ら 作 用 停 止 状 態 に あ る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ に 達 す る 。 図 １ に 示 す 切
り 換 え 弁 ７ の 位 置 で は 、 こ の 作 動 停 止 状 態 に あ る 冷 却 分 岐 部 は 冷 却 分 岐 部 ９ で あ る 。 大 気
は こ の 冷 却 分 岐 部 ９ ８ 内 で 先 ず 最 初 に ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ の 第 ２ の 通 路 を 通 っ て 案
内 さ れ 、 そ し て 更 に 管 路 １ ２ を 経 て ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 １ の 通 路 を 通 っ て 案 内
さ れ る 。 大 気 は 更 に 、 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ の 第 １ の 通 路 を 通 っ て 案 内 さ れ る 。 熱 交
換 器 １ ０ を 出 た 後 で 、 大 気 は 切 り 換 え 弁 ７ ま で 案 内 さ れ 、 そ し て こ の 切 り 換 え 弁 に よ っ て
大 気 管 路 １ ８ に 案 内 さ れ る 。 大 気 の 搬 送 は そ の 後 に 設 け ら れ た 大 気 搬 送 装 置 １ ９ （ フ ァ ン
ま た は 通 風 機 の 形 を し た ） に よ っ て 行 わ れ 、 大 気 は 大 気 出 口 管 路 ２ ０ に よ っ て 再 び 大 気 に
供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 大 気 搬 送 装 置 １ ９ は 、 大 気 入 口 管 路 １ ５ と そ の 都 度 作 用 停 止 状 態 に
あ る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ （ 少 な く と も 、 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ が そ の 作 用 停 止 状 態 に あ る 時 間 の
一 部 の 間 ） と 大 気 出 口 管 路 ２ ０ と を 経 て 大 気 を 搬 送 す る 働 き を す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 大 気 が 作 用 停 止 状 態 に あ る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 １ の 通 路
を 通 っ て 案 内 さ れ る 間 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 を 通 っ て 冷 媒 を 案 内 す る
と 有 利 で あ る 。 こ の 場 合 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 は 冷 媒 回 路 の 凝 縮 器 を
形 成 し て い る 。 そ れ に よ っ て 、 冷 媒 回 路 内 で 発 生 す る 熱 は 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ に
供 給 さ れ る 。 従 っ て 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 の 効 果 的 な 氷 融 解 が 達 成 さ れ る 。 更 に 、 ガ ス
／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 １ の 通 路 を 通 っ て 流 れ る 大 気 が 加 熱 さ れ る の で 、 続 い て ガ ス ／
ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ の 第 １ の 通 路 内 に 存 在 す る 氷 の 融 解 が 改 善 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 明 細 書 の 範 囲 に お い て 熱 交 換 器 の “ 第 １ と 第 ２ の 通 路 ” が 話 題 に な る と き 、 こ の 通
路 は 例 え ば “ 第 １ と 第 ２ ま た は 一 次 と 二 次 の 貫 通 路 ” ま た は “ 一 次 回 路 と 二 次 回 路 ” と も
呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 続 い て 、 冷 媒 回 路 の 実 施 の 形 態 を 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。 冷 媒 回 路 内 に は 複 数 の 弁 ２
１ ， ２ １ ′ ， ２ ２ ， ２ ２ ′ ， ２ ３ ， ２ ３ ′ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 弁 は 開 閉 可 能 な 遮 断 弁
と し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 弁 ２ １ ， ２ １ ′ ， ２ ２ ， ２ ２ ′ は 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ を
そ の 作 用 状 態 と 作 用 停 止 状 態 の 間 で 切 り 換 え る た め の 切 り 換 え 装 置 の 一 部 を 形 成 し て い る
。 こ の 切 り 換 え 装 置 に は 、 切 り 換 え 弁 ７ と 図 に 示 し て い な い 制 御 ユ ニ ッ ト が 所 属 す る 。 冷
却 分 岐 部 ８ ， ９ の 作 用 停 止 状 態 で は 、 こ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ 内 に あ る ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換
器 １ １ の 第 ２ の 通 路 が 、 冷 媒 回 路 の 凝 縮 器 と し て 運 転 す る た め に 、 弁 ２ ３ ， ２ ３ ′ を 介 し
て 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に は 、 冷 媒 回 路 の 所 定 の 切 り 換 え 状 態 が 示 し て あ る 。 こ の 場 合 、 弁 ２ １ ， ２ １ ′ ，
２ ２ ， ２ ２ ′ ， ２ ３ ， ２ ３ ′ の 黒 塗 り の 輪 郭 は こ の 弁 の 閉 鎖 状 態 を 表 し 、 白 抜 き の 輪 郭 は
開 放 状 態 を 示 し て い る 。 矢 印 は 冷 媒 の 流 れ 方 向 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 冷 媒 回 路 は 上 記 の 弁 の ほ か に 、 圧 縮 機 ２ ４ と 、 蒸 発 器 と し て 運 転 さ れ る 際 に ガ ス ／ 冷 媒
－ 熱 交 換 器 １ １ の 手 前 に 接 続 配 置 さ れ た 膨 張 弁 ２ ５ ， ２ ５ ′ と 、 手 前 に 圧 力 制 御 弁 ３ ６ を
接 続 配 置 し た 別 個 の 凝 縮 器 ２ ６ と 、 捕 集 容 器 ２ ７ と 、 乾 燥 フ ィ ル タ ２ ８ と 、 サ イ ト グ ラ ス
２ ９ と 、 逆 止 弁 ３ ０ ， ３ １ ， ３ ２ ， ３ ２ ′ を 備 え て い る 。
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ に 示 し た 接 続 状 態 の 場 合 、 図 ２ の 右 側 に 示 し た ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ は 、 蒸 発
器 と し て 運 転 さ れ 、 こ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 を 内 蔵 す る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ は そ の 作 用 状
態 に あ る 。 圧 縮 機 ２ ４ に よ っ て 搬 送 さ れ た 冷 媒 は 逆 止 弁 ３ １ を 通 っ て 管 路 ３ ３ に 達 し 、 続
い て 管 路 ３ ４ ， ３ ５ に 分 岐 す る 。 管 路 ３ ４ を 通 っ て 流 れ る 冷 媒 は 圧 力 制 御 弁 ３ ６ を 通 っ て
凝 縮 器 ２ ６ に 達 し 、 そ こ で 凝 縮 し 、 続 い て 逆 止 弁 ３ ０ を 通 っ て 捕 集 容 器 ２ ７ に 達 す る 。 管
路 ３ ５ を 通 っ て 流 れ る 冷 媒 は 、 弁 ２ ３ を 通 っ て ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 に
達 し 、 そ こ で 凝 縮 し 、 そ し て 更 に 逆 止 弁 ３ ２ と 管 路 ３ ７ を 通 っ て 捕 集 容 器 ２ ７ に 達 す る 。
そ れ に よ っ て 、 図 ２ の 左 側 に 示 し た ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 は 、 こ の 切 り
換 え 位 置 で 凝 縮 器 と し て 作 用 す る 。 こ の ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ を 内 蔵 す る 冷 却 分 岐 部
８ ， ９ は 再 生 さ れ る 。 こ の 場 合 、 大 気 は こ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ に よ っ て 搬 送 さ れ る 。 再 生
が 終 了 し た 後 で 、 大 気 の 流 通 を 終 了 し 、 弁 ２ ３ を 閉 鎖 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 凝 縮
器 ２ ６ は 冷 媒 回 路 の １ 個 の 凝 縮 器 を 形 成 す る 。 当 該 の 冷 却 回 路 は ま だ そ の 作 用 停 止 状 態 に
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 作 用 す る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ 内 に あ る ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 は 、 冷 媒 回
路 の 蒸 発 器 と し て 運 転 さ れ る 。 こ の 場 合 、 圧 縮 機 ２ ４ の 作 用 に よ っ て 、 冷 媒 は 捕 集 容 器 ２
７ か ら 乾 燥 フ ィ ル タ ２ ８ と サ イ ト グ ラ ス ２ ９ を 通 っ て 流 れ 、 そ し て 更 に 管 路 ３ ８ ， ３ ９ と
開 放 し た 弁 ２ １ ′ と 膨 張 弁 ２ ５ ′ を 通 っ て 、 図 ２ の 右 側 に 示 し た ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １
１ の 第 ２ の 通 路 内 に 流 れ 、 そ こ で 蒸 発 す る 。 蒸 発 し た 冷 媒 は 管 路 ４ ０ 内 の 開 放 し た 弁 ２ ２
′ を 通 っ て 圧 縮 機 ２ ４ に 案 内 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ を そ の 作 用 状 態 と 作 用 停 止 状 態 の 間 で 切 り 換 え る 直 前 に 、 ま だ 作 用 停
止 し て い る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ 内 に あ る ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ は 既 に 冷 却 可 能 で あ る 。
そ の た め に 、 弁 ２ １ ， ２ ２ が 開 放 さ れ る の で （ 弁 ２ ３ は 前 の 時 点 で 既 に 閉 鎖 さ れ て い る ）
、 両 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ は 蒸 発 器 と し て 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 そ れ ま で そ の 作 用 状 態 に あ っ た 冷 却 分 岐 部 が 作 用 停 止 状 態 に 切 り 換 え ら れ 、 逆
に さ れ る 。 そ の た め に 、 切 り 換 え 弁 ７ が 操 作 さ れ 、 弁 ２ １ ′ ， ２ ２ ′ が 閉 鎖 さ れ る （ 弁 ２
１ ， ２ ２ を 遅 く と も そ の と き に 開 放 し な け れ ば な ら な い 。 好 ま し く は こ の 弁 は 、 上 述 の よ
う に 、 既 に 幾 分 早 く 開 放 さ れ て い る ） 。 弁 ２ ３ は 閉 じ た ま ま で あ る 。 作 用 停 止 状 態 に あ る
冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ を 付 加 的 な 凝 縮 器 と し て 運 転 す る た め に （ 再 生 の 時 間 の 間 ） 、 弁 ２ ３ ′
は こ の 時 間 の 間 開 放 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ２ の 冷 媒 回 路 が 冷 媒 回 路 の た め の 有 利 な 実 施 の 形 態 を 示 し て い る が 、 冷 媒 回 路 の 変 形
構 造 と 考 え ら れ 、 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 第 ２ の 通 路 を 凝 縮 器
と し て 運 転 す る 可 能 性 が 失 わ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 凝 縮 器 ２ ６ は 冷 媒 回 路 の １ つ の 凝 縮 器
で あ る 。 作 用 停 止 状 態 に あ る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 再 生 は ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ お よ び
／ ま た は 大 気 を 付 加 的 に 加 熱 し な い で 実 施 可 能 で あ る か ま た は 他 の 加 熱 装 置 （ ガ ス ／ 冷 媒
－ 熱 交 換 器 １ １ の た め の 加 熱 装 置 ま た は 供 給 さ れ る 大 気 の た め の 加 熱 装 置 ） を 設 け る こ と
が で き る （ こ れ は 勿 論 、 エ ネ ル ギ ー を 多 く 必 要 と す る ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 原 理 的 に は 、 両 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 １ １ の 各 々 の た め に 別 個 の 冷 媒 回 路 を 設 け る こ と
が 考 え ら れ 、 か つ 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 冷 媒 回 路 の い ろ い ろ な 構 成 要 素 、 例 え ば 圧 縮 機 ２ ４ 、 膨 張 弁 ２ ５ ， ２ ５ ′ 、 乾 燥 フ ィ ル
タ ２ ８ お よ び サ イ ト グ ラ ス ２ ９ は 、 慣 用 の ご と く 形 成 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 共 通 の 切 り 換 え 弁 ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 切 り 換 え 弁 に よ
っ て 、 一 方 で は 乾 燥 す べ き ガ ス が 、 他 方 で は 大 気 搬 送 装 置 １ ９ か ら 搬 送 さ れ る 大 気 が 、 両
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冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ に 選 択 的 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 切 り 換 え 弁 ７ の た め の 特 に 有 利 な 実 施 の 形 態 が 図 ３ ， ４ に 示 し て あ る 。 こ の 場 合 、 切 り
換 え 弁 ７ は 、 回 転 軸 線 ４ ３ 回 り に 回 転 可 能 な 第 １ の 部 分 と 第 ２ の 部 分 ４ １ ， ４ ２ を 備 え て
い る 。 平 行 な ２ つ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 場 合 に は 、 両 部 分 ４ １ ， ４ ２ は そ れ ぞ れ ４ つ の ポ
ー ト ４ ４ ， ４ ５ を 備 え て い る 。 こ の ボ ー ト は 回 転 軸 線 ４ ３ 周 り の 仮 想 円 ４ ６ に 沿 っ て 互 い
に 均 一 な 間 隔 を お い て 配 置 さ れ て い る 。 第 １ ま た は 第 ２ の 部 分 ４ １ ， ４ ２ の 貫 通 穴 が ポ ー
ト ４ ４ ， ４ ５ を 通 過 し て い る 。 第 １ と 第 ２ の 部 分 ４ １ ， ４ ２ の ポ ー ト ４ ４ ， ４ ５ ま た は 貫
通 穴 ４ ７ が 互 い に 同 一 直 線 状 態 に あ る 状 態 で 、 貫 通 穴 ４ ７ は 両 部 分 ４ １ ， ４ ２ 内 で 互 い に
シ ー ル さ れ て い る 。 第 １ の 部 分 ４ １ の ポ ー ト に は 管 路 ６ ， １ ８ ， １ ７ ， １ ３ が 接 続 さ れ て
い る 。 こ の 場 合 、 周 方 向 に み て 、 ガ ス 管 路 と 大 気 管 路 が 互 い に 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 第
２ の 部 分 ４ ２ の ポ ー ト ４ ５ に は 、 両 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 入 口 管 路 と 出 口 管 路 が 接 続 さ れ て
い る 。 こ の 場 合 、 周 方 向 に お い て そ れ ぞ れ 、 異 な る 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ に 所 属 す る 管 路 が そ
れ ぞ れ 連 続 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ に 示 し た 位 置 か ら 、 図 １ に お い て 切 り 換 え 弁 ７ が 占 め る 他 の 位 置 へ 、 切 り 換 え 弁 ７
を 切 り 換 え る た め に 、 両 部 分 ４ １ ， ４ ２ は 互 い に ９ ０ ° だ け 回 転 さ せ ら れ 、 両 部 分 は リ セ
ッ ト の た め に 戻 し 回 転 さ れ る 。 従 っ て 、 切 り 換 え 弁 ７ に 接 続 さ れ た 管 路 は こ の 回 転 を 可 能
に す る た め に 、 弁 の 少 な く と も 一 方 の 側 に 或 る 程 度 の 可 撓 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 が 使 用 可 能 で あ る 乾 燥 設 備 の 実 施 の 形 態 は 、 図 ５ に 示 し て あ る 。
乾 燥 装 置 は 乾 燥 す べ き 材 料 ４ ９ を 収 容 す る た め の 乾 燥 容 器 ４ ８ を 備 え て い る 。 乾 燥 す べ き
材 料 ４ ９ は 、 ば ら も の 、 特 に 合 成 樹 脂 ペ レ ッ ト で あ る 。 こ の ば ら も の は 例 え ば 吸 引 搬 送 装
置 を 備 え た 供 給 装 置 ５ ０ か ら 乾 燥 容 器 ４ ８ に 供 給 さ れ る 。 乾 燥 後 、 材 料 ４ ９ は 取 り 出 し 口
５ １ か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 材 料 ４ ９ を 乾 燥 す る た め に 、 ガ ス は 吹 き 込 み 管 路 ５ ２ ， ５ ３ か ら 乾 燥 容 器 に 吹 き 込 ま れ
る 。 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 に よ っ て 乾 燥 さ れ た ガ ス 、 特 に 空 気 が 、 取 り 出 し 口 ５ １ の 近 く
に あ る 吹 き 込 み 管 路 ５ ２ を 通 っ て 流 れ る 。 吹 き 込 み 管 路 ５ ２ ， ５ ３ を 通 っ て 吹 き 込 ま れ た
ガ ス は 乾 燥 容 器 ４ ８ 内 の 材 料 ４ ９ を 流 通 し た 後 で 、 出 口 管 路 ５ ４ か ら 排 出 さ れ る 。 こ の 場
合 、 出 口 管 路 ５ ４ は 乾 燥 容 器 ４ ８ の 上 端 の 範 囲 に お い て 乾 燥 容 器 か ら 外 に 延 び て い る 。 出
口 管 路 ５ ４ は 同 時 に 、 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 の ガ ス 入 口 管 路 で あ る 。 ガ ス は 更 に 空 気 フ ィ
ル タ ４ を 通 っ て 案 内 さ れ る 。 続 い て 、 ガ ス は 両 ガ ス 管 路 ５ ５ ， ５ ６ に 分 岐 す る 。 ガ ス 管 路
内 で ガ ス は そ れ ぞ れ ガ ス 搬 送 装 置 ３ ， ５ ７ に よ っ て 搬 送 さ れ る 。 ガ ス 搬 送 装 置 ５ ７ は ガ ス
を 更 に 、 ガ ス 管 路 ５ ８ と 加 熱 装 置 ５ ９ に 搬 送 す る 。 こ の 加 熱 装 置 で は 、 ガ ス は 更 に 所 望 の
温 度 に 加 熱 さ れ る 。 そ れ に よ っ て 、 乾 燥 容 器 ４ ８ 内 の 吹 き 込 み 管 路 ５ ３ か ら 吹 き 込 み 可 能
で あ る 。 ガ ス 搬 送 装 置 ３ に よ っ て 搬 送 さ れ た ガ ス は 乾 燥 装 置 ６ ０ と 加 熱 装 置 １ ４ と 吹 き 込
み 管 路 ５ ２ を へ て 乾 燥 容 器 ５ ８ 内 に 戻 る 。 こ の 場 合 、 乾 燥 装 置 ６ ０ は 本 発 明 に よ る 方 法 に
従 っ て 形 成 さ れ て い る 。 乾 燥 装 置 は 例 え ば 図 １ ， ２ に 示 し た 構 造 を 有 す る （ こ の 場 合 、 図
５ に 別 々 に 示 し た 構 成 要 素 で あ る 空 気 フ ィ ル タ ４ と ガ ス 搬 送 装 置 ３ と 加 熱 装 置 １ ４ は 、 乾
燥 装 置 ６ ０ で は 省 略 さ れ て い る ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 乾 燥 装 置 の 類 似 の 実 施 の 形 態 が 図 ６ に 示 し て あ る 。 こ の 場 合 、 ガ ス 管 路 ５ ５ ， ５ ６ へ の
分 岐 の 手 前 に 、 共 通 の ガ ス 搬 送 装 置 ３ が 設 け ら れ て い る 。 ガ ス 管 路 ５ ５ ， ５ ６ 内 に は そ れ
ぞ れ 、 絞 り 弁 （ ま た は ス ロ ッ ト ル 弁 ） ６ １ ， ６ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 ガ ス 管 路 ５ ５ ， ５ ６
へ の ガ ス 流 の 所 望 な 分 配 が こ の 絞 り 弁 に よ っ て 制 御 さ れ る 。 そ の ほ か の 構 造 は 図 ５ の 実 施
の 形 態 に 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 再 生 の 際 、 吹 き 出 さ れ た 大 気 に よ っ て 融 解 し た 凝 縮 物 は 、 多 少 蒸 発
し 、 流 通 す る 大 気 に よ っ て 一 緒 に 運 ば れ る 。 更 に 、 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器 と 場 合 に よ っ て
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は ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 内 に 、 排 水 部 を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 排 水 部 に よ っ て 、 融 解
し た 凝 縮 物 が 捕 集 容 器 に 流 出 可 能 で あ る 。 図 に 示 し て い な い こ の よ う な 排 水 部 は そ れ ぞ れ
サ イ フ ォ ン を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 範 囲 を 逸 脱 す る こ と な く 、 上 記 の 実 施 の 形 態 の い ろ い ろ な 変 形 が 考 え ら れ 、 か
つ 可 能 で あ る 。 プ ッ シ ュ プ ル 方 式 で 作 動 す る 平 行 な ２ つ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ の 代 わ り に 、
例 え ば こ の よ う な 分 岐 部 を ２ 個 よ り も 多 く 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 各 時 点 で 、 少
な く と も １ 個 の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ が 作 用 状 態 に あ る 。 こ の 冷 却 分 岐 部 ８ ， ９ に は 、 連 続 的
に 接 続 さ れ た 複 数 の ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器 １ ０ が 配 置 可 能 で あ る （ ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器
５ の 連 続 接 続 に 類 似 し て ） 。 大 気 搬 送 装 置 １ ９ は 例 え ば 大 気 出 口 管 路 ２ ０ の 範 囲 内 に 配 置
可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 冷 媒 回 路 を 備 え て い な い 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 の 実 施 の 形 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 冷 媒 回 路 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 切 り 換 え 弁 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 切 り 換 え 弁 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 を 備 え た 乾 燥 設 備 の 実 施 の 形 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 乾 燥 装 置 を 備 え た 乾 燥 設 備 の 実 施 の 形 態 の 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 入 口 管 路
２ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 出 口 管 路
３ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 搬 送 装 置
４ 　 　 　 　 　 　 　 空 気 フ ィ ル タ
５ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器
６ 　 　 　 　 　 　 　 ガ ス 管 路
７ 　 　 　 　 　 　 　 切 り 換 え 弁
８ 　 　 　 　 　 　 　 冷 却 分 岐 部
９ 　 　 　 　 　 　 　 冷 却 分 岐 部
１ ０ 　 　 　 　 　 　 ガ ス ／ ガ ス － 熱 交 換 器
１ １ 　 　 　 　 　 　 ガ ス ／ 冷 媒 － 熱 交 換 器
１ ２ 　 　 　 　 　 　 管 路
１ ３ 　 　 　 　 　 　 ガ ス 管 路
１ ４ 　 　 　 　 　 　 加 熱 装 置
１ ５ 　 　 　 　 　 　 大 気 入 口 管 路
１ ６ 　 　 　 　 　 　 空 気 フ ィ ル タ
１ ７ 　 　 　 　 　 　 大 気 管 路
１ ８ 　 　 　 　 　 　 大 気 管 路
１ ９ 　 　 　 　 　 　 大 気 搬 送 装 置
２ ０ 　 　 　 　 　 　 大 気 出 口 管 路
２ １ ， ２ １ ′ 　 　 弁
２ ２ ， ２ ２ ′ 　 　 弁
２ ３ ， ２ ３ ′ 　 　 弁
２ ４ 　 　 　 　 　 　 圧 縮 機
２ ５ ， ２ ５ ′ 　 　 膨 張 弁
２ ６ 　 　 　 　 　 　 凝 縮 器
２ ７ 　 　 　 　 　 　 捕 集 容 器
２ ８ 　 　 　 　 　 　 乾 燥 フ ィ ル タ
２ ９ 　 　 　 　 　 　 サ イ ト グ ラ ス
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３ ０ 　 　 　 　 　 　 逆 止 弁
３ １ 　 　 　 　 　 　 逆 止 弁
３ ２ ， ３ ２ ′ 　 　 逆 止 弁
３ ３ 　 　 　 　 　 　 管 路
３ ４ 　 　 　 　 　 　 管 路
３ ５ 　 　 　 　 　 　 管 路
３ ６ 　 　 　 　 　 　 圧 力 制 御 弁
３ ７ 　 　 　 　 　 　 管 路
３ ８ 　 　 　 　 　 　 管 路
３ ９ 　 　 　 　 　 　 管 路
４ ０ 　 　 　 　 　 　 管 路
４ １ 　 　 　 　 　 　 第 １ の 部 分
４ ２ 　 　 　 　 　 　 第 ２ の 部 分
４ ３ 　 　 　 　 　 　 回 転 軸 線
４ ４ 　 　 　 　 　 　 ポ ー ト
４ ５ 　 　 　 　 　 　 ポ ー ト
４ ６ 　 　 　 　 　 　 円
４ ７ 　 　 　 　 　 　 貫 通 穴
４ ８ 　 　 　 　 　 　 乾 燥 容 器
４ ９ 　 　 　 　 　 　 材 料
５ ０ 　 　 　 　 　 　 供 給 装 置
５ １ 　 　 　 　 　 　 取 り 出 し 口
５ ２ 　 　 　 　 　 　 吹 き 込 み 管 路
５ ３ 　 　 　 　 　 　 吹 き 込 み 管 路
５ ４ 　 　 　 　 　 　 出 口 管 路
５ ５ 　 　 　 　 　 　 ガ ス 管 路
５ ６ 　 　 　 　 　 　 ガ ス 管 路
５ ７ 　 　 　 　 　 　 ガ ス 搬 送 装 置
５ ８ 　 　 　 　 　 　 ガ ス 管 路
５ ９ 　 　 　 　 　 　 加 熱 装 置
６ ０ 　 　 　 　 　 　 乾 燥 装 置
６ １ 　 　 　 　 　 　 絞 り 弁
６ ２ 　 　 　 　 　 　 絞 り 弁
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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